
主催：(一社)全日本建設技術協会、北海道（予定）、札幌市（予定）  後援：国土交通省 
 

第６２５回建設技術講習会（これからの公共事業と建設技術者のあり方）日程 
～公共事業が抱える諸課題と今後の事業の展開、公務員技術者の役割、 

社会資本整備の中長期的な品質確保と新たな技術研究開発推進の動向などを学ぶ～     
・これからの公共事業の展開について 

・公務員技術者の今後の役割について 

・地域住民や民間企業との協働による公共事業の推進について 

・これからの社会資本の品質確保とi-Construction（建設現場の生産性革命）について 

・新技術の推進について 

                  

会場 …… かでる2・7（かでるホール） 

〒060-0002 札幌市中央区北2条西7丁目 ℡011-204-5100㈹ 
 

(１日目) 開場11:40           平成２８年９月１４日（水） （敬称略） 

12：40 

～  
13：00 

あいさつ 

国土交通省北海道開発局 局長 
北海道知事 
札幌市長 
(一社)全日本建設技術協会 専務理事 

今   日出人 
高 橋 はるみ 
秋 元 克 広 
中 嶋 章 雅 

13：00 

～  
14：00 

【全建70周年記念 基調講演】 

今後の公務員技術者の役割と使命(仮) (一社)全日本建設技術協会 技術顧問 松 田 芳 夫  

14：10 

～  
15：10 

これからの社会資本の品質確保とi-Construction 

（建設現場の生産性革命）について(仮) 
国土交通省大臣官房技術調査課 課長 石 原 康 弘 

15：20 

～  
15：40 

【地元自治体の取り組みの紹介】 

オペレーター育成のための除雪機械の実技研修 
開催について(仮) 

札幌市建設局雪対策室事業課 課長 國 兼 崇 史 

15：40 

～  
16：10 

【地域事業の紹介①】 

道央圏連絡道路について(仮) 
国土交通省北海道開発局札幌開発建設部 

千歳道路事務所 所長 
大 野   崇 

16：10 

～  
16：40 

【地域事業の紹介②】 

厚幌ダム建設事業における台形ＣＳＧダムの 
施工について(仮) 

北海道胆振総合振興局室蘭建設管理部 

厚幌ダム建設事務所 第一技術係長 
髙 杉 晋 吾 

 
「参加者同士の交流会・講師との意見交換会」 

＜希望者のみ＞ （18:15～19:45(予定)） 
ホテルモントレ札幌 １階「ケンジントン」 

℡011-232-7111 
 

(２日目) 開場 9:00                ９月１５日（木） （敬称略） 

 9：20 

～  
10：20 

社会資本政策のマネジメント(仮) 筑波大学システム情報系社会工学域 教授 石 田 東 生 

10：30 

～  
11：30 

土木広報のすすめ 
～国民から信頼される公共事業のために～(仮) 

(公財)日本道路交通情報センター 副理事長 

大阪工業大学 客員教授 
藤 本 貴 也 

11：40 

～  
12：20 

社会資本のストック効果の最大化に向けた 

これからの公共事業の展開について(仮) 

国土交通省総合政策局企画調整課 

 事業総括調整官 
佐 藤 寿 延 

13：10 

～  
14：10 

【特別講演】 

土木界におけるダイバーシティ推進の動向(仮) 
東京工業大学大学院 研究員 

小樽商科大学 非常勤講師 
山 田 菊 子 

14：20 

～  
15：00 

激甚化する最近の自然災害について(仮) 
～災害への備えや災害時の初動対応など～ 

国土交通省水管理・国土保全局防災課 

 緊急災害対策企画調整官 
吉 田 邦 伸 

15：10 

～  
16：10 

今後の技術研究開発の推進について(仮) 
国土交通省大臣官房技術調査課 

 建設技術政策分析官 
高 橋 敏 彦 

16：10 

～  
閉会のあいさつ 

北海道地区連合会 会長 
（北海道建設部 技監） 

小 林 敏 克 

(３日目) 集合 7:45～               ９月１６日（金） 【現場研修】  
   

ＪＲ札幌駅北口ロータリー（8:15）出発 
→ 千歳川遊水地整備群整備事業（下車説明） → 国道337号（長沼～千歳）地域高規格道路整備事業（下車説明） 
→ 昼食「道産市場」（千歳市内）      → 厚幌ダム建設事業（下車説明） 
→ 新千歳空港（16:05）／札幌駅（17:25）着後解散 

※解散時刻は道路混雑等の交通事情により多少超過する場合もありますので予めご了承ください。 
※講習会日程・現場研修は都合により、講師・講義内容・現場研修コースなどに変更が生じる場合があります。 

全建ＣＰＤ（継続教育）制度認定プログラム 


